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富山市の人口・世帯数（対前月比）【令和 5 年₄月30日現在】  人口…407,790人（+248人）　世帯…184,686世帯（+615世帯）

とやま情報局

　

　はがきかＥメールで、答と郵便番号、住所、氏名、年齢、連
絡先（電話番号かメールアドレス）と「広報クイズ応募」と書
いて、広報課（〒93０－８51０　新桜町 7－3８）へ (₁人₁通 )。
広報とやまに対する意見・感想もお待ちしております。
締め切り▶ 6 月16日㈮（必着）　Ｅ kouhou-01@city.toyama.lg.jp
賞　　品▶5００円分の図書カード（抽選で₅人）
当選発表▶賞品の発送で代えさせていただきます。

〇に入る文字は？

　富山ガラス工房が廃ガラスか
ら生み出した「〇〇〇〇・ブルー」
を使って、マイグラスを作ってみ
ませんか。
答  「〇〇〇〇」

前月の応募総数 275件（正解数273件）G 7前月の答え

　

富山市長　藤井裕久

「森と海」が永遠の恋人であるために
No.25

　国内外から富山市を訪れる多くの方々に「富山
のお魚は新鮮で美

お

味
い

しいですね。」「立山連峰や緑
豊かな山並みが素晴らしいですね。」「水が良いか
らお米と地酒が最高ですね。」などと富山の食や自
然を褒めていただくことがしばしばある。富山市
民としては誠に嬉

う れ

しい限りである。
　そして、そんな時にはよく「森は海の恋人」とい
うお話をさせていただく。ミネラルや栄養分を
たっぷり含んだ豊かな海を育むには緑豊かな森林
が必要であり、緑豊かな森林こそが豊かな海の幸
を育んでいるというお話である。富山市は、標高
3,000ｍ級の立山連峰から水深1,000ｍの海の幸の
宝庫・富山湾までを、直線距離50㎞余りで結ぶとい
うダイナミックな地形を有しており、また市域の
約 7 割が森林という豊富な森林資源に恵まれてい
るのである。言うまでもなく、この様な類いまれな
る地形と豊かな自然に恵まれた富山市は、誇るべ
き生物多様性の宝庫でもある。
　さて、森と海が恋人同士ならば、その仲を取り
持っているのが「水」であろう。富山県を「水の循環
系」という視点で観ると、日本海で蒸発した大量の
水蒸気が、雨や冬の降雪となり山地に降りそそぎ、
やがて河川へと流れ出し富山湾へ流れ込むという
ことになる。また、途中で地下に浸透した伏流水は
扇状地の砂

さ

礫
れ き

層でろ過され、水質が良好で水量が

安定しているという特徴があり、私たちはこの
「水」資源を利用して産業活動や日々の生活をより
豊かなものにしてきたのである。
　しかし、かけがえのない富山の宝物である「水の
循環系」や「生物多様性」が、私たち人間の社会活動
により歪

ゆ が

められているのではないかと最近は危惧
している。例えば、地球温暖化に起因すると思われ
る降雪量の減少は、産業活動や社会生活を送る上
で必要な水資源量に影響する。県の森林の19％を
占める人工林（約 9 割がスギ）の手入れ不足などに
より、森林がもつ公益的な機能の低下が懸念され
ている。また、ペットボトルやトレイ、ビニール袋
などを含む富山湾の「漂着ごみ」の約 8 割が、私た
ちの生活から出て河川を通じて富山湾へ流出して
いると言われており、それらが海洋生態系や人体
に悪影響を及ぼす可能性があるマイクロプラス
チックになっていること等々である。
　これらの問題は一朝一夕には解決できないが、
その解決に向けて私たち一人一人が自分事として
捉えて行動することが大切である。例えばリサイ
クルの推進、地域清掃や美化活動への参加、温室効
果ガス削減、森づくり活動、自然保護活動などである。
　「森と海」が永遠の恋人であるために、そしてこ
の素晴らしい「富山の宝物」を未来へ引き継いで行
くために、自分自身が出来る身近なことから始め
てみようではないか。

富山湾から見る立山連峰

市ホームページ（市政情報⇒広報・広聴⇒とやま情報局）

放送局 KNB北日本放送（₁ch）

今月の
放送日 ₆月25日㈰11：45～

テーマ  「学びの未来をはじめよう！
　　　　G 7 富山・金沢教育大臣会合」
　 5月12～15日、Ｇ 7の教育大臣会合が富山市と金沢市で
共同開催されました。よりよい未来について考え、世界に
発信してきた富山の子どもたちの取り組みについて紹介
します。


